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Doris . Lier先生・講師発表形式のカンファレンス:講師 高知心理療法研究所 高野
祥子先生・メンバ一発表形式のカンフアレンス:講師 猪股剛先生)。また、「箱庭アイ
テムを「つくる」体験j と題して、日本心理臨床学会第 27回大会において、基礎調査
研究を行った。さらに老人ホームでの調査を、 2つのフロアに 2グループがそれぞれ月
に1回のペースで訪問し、継続的な調査を行った。(現在も継続中であり、 9ヶ月 18回
の調査が終了している。)このような調査において、得られた箱庭を味わうと共に、デ
イスカッションを月 2回の調査報告会において実施し、調査において得られたものを結
果として収数させていくことを試みた。
〔研究成果〕
①講師招鴨カンファレンスに関して
カンファレンスにおいては、メンバーが主体的に発表しコメントを聞く中で、新たな
知見を得ることができた。特に夢を素材としたカンフアレンスでは、箱庭同様イメージ
の次元にある夢の lつのイメージを深めていく作業を通して、シリーズで読みとくだけ
ではなく、イメージそのものに向き合うことを学ぶ機会が得られた。
②学会発表に関して
箱庭アイテムを「つくるJという素朴な体験を端緒として、箱庭アイテムの本質を検
討した試みは、「箱庭アイテムはその都度生まれるJという考察に収数させることがで
き、一定の成果が得られたと感じている。今後はこの成果を論文としてまとめていく作
業が必要であると考え、現在論文執筆中である。
③老人ホームでの調査に関して
箱庭と玩具をセットにした屋台のようなワゴンを調査者が持ち込むとしづ調査設定
により、様々なかかわりが生まれ、箱庭が得られた。調査においては、調査者の目的の
唆昧さが検討会の際に議論になることもあったが、箱庭として得られた結果を見ると、
一見羅列的で玩具をそのままトレイに移し変えるようなものでありながら、圧倒される
ようなものが多く、時に、鮮やかなものを入れているような印象も受けた。そのような
結果から、入居者は、鮮やかさに目を留め、そのこと自体を箱庭にしているのではない
かという考察が得られ、またその“鮮やかさ"を持ってその場にあること自体が、調査
の意味となるのではないだろうかと考えられた。
また本研究は、現在も継続中であり、今後さらに異なるフィールドに入るという点か
ら一般性を考えつつ、臨床の「知jへと収数させていく必要があると考えている。
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